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和歌山信愛大学　令和2年度開講授業科目における自己点検・評価（前期科目）

【1年生授業科目】

年度 2020 2020 2020

期 前期 前期 前期

Q 1 授業者 大山　輝光 小林　康宏 辻　伸幸

Q 1 授業名 情報処理論 日本語表現 英語コミュニケーションⅠ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 0 1

Q 2 2．演習 0 1 1

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 0 1

Q 3 3．レポート 0 1 1

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1 0

Q 4 2．やや思う 1 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 1

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 1 0

Q 5 2．やや思う 1 0 1

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1 0

Q 6 2．やや思う 1 0 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 1 0

Q 7 2．やや思う 1 0 1

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

新型コロナ感染症の影響により、対

面授業とオンライン授業を組み合わ

せたハイブリッド型授業を実施し

た。事前に配布する授業資料の作成

に際し、授業時は勿論、予習復習時

にも活用できるよう配慮した。ま

た、授業終了時にミニアンケートを

行い、次回の授業時等にフォロー

アップを行った。

遠隔教育がほとんどであったため、

双方向授業ができるZoomを使った授

業を積極的に導入したことが、よ

かったと考えている。特にZoomのブ

レイクアウトルーム機能を使用し

て、グループ学習（協働学習）を取

り入れた。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0 0

Q 9 2．やや思う 1 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

シラバスの記載内容を精査し、授業

等で活用する機会を増やしたい。

遠隔教育で、Zoomの機能をスムーズ

に使えるスキルの習得が必要であ

る。



年度 2020 2020 2020

期 前期 前期 前期

Q 1 授業者 森﨑　陽子 木本　毅 森下　順子

Q 1 授業名 スポーツと健康Ⅰ（講義） 教職論 保育原理

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 1 1

Q 2 2．演習 0 0 0

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 1 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1 1

Q 3 3．レポート 1 1 0

Q 3 4．その他　具体的に：
コロナ禍により定期試験実施不可能

となったため。

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 0 0

Q 4 2．やや思う 0 1 1

Q 4 3．あまり思わない 1 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 0 0

Q 5 2．やや思う 1 1 1

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0 1

Q 6 2．やや思う 0 1 0

Q 6 3．あまり思わない 1 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 0 1

Q 7 2．やや思う 0 1 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

　始めての遠隔授業であった為、授

業の教材作成に追われ、前回の反省

を踏まえ、十分な改善ができなかっ

たことが悔やまれる。2021年度には

この反省を活かし、授業準備に取り

組みたい。

範囲限定の小テストの実施。復習の

ための課題レポートの充実。学習指

導案の説明充実。

今年度は、オンライン授業がほとん

どであったため、授業構成や方法が

難しかった。オンラインでは、学生

の反応がわかりずらかった。オンラ

イン授業の授業方法に慣れていきた

いと思う。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0 0

Q 9 2．やや思う 1 0 1

Q 9 3．あまり思わない 0 1 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

日常生活で具体的に活かしていける

授業内容にしていきたい。

教科書記述の一層の充実。教育心理

学、学習理論・指導理論の具体記述

の追加。講義内容の具体的説明の追

加。



年度 2020 2020 2020

期 前期 前期 前期

Q 1 授業者 戸澗　幸夫 溝口　希久生 桐山　由香

Q 1 授業名 図画工作Ⅰ 音楽Ⅰ 音楽Ⅰ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 0 0

Q 2 2．演習 1 1 1

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1 1

Q 3 3．レポート 0 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：
制作物、演習カードの記述内容、

学習の取り組み状況
授業中の表現・鑑賞の活動内容 実技テスト

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 0 1

Q 4 2．やや思う 0 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1 0

Q 6 2．やや思う 1 0 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

2か月は、リモートの授業で苦心した

が、対面になり、昨年度と同様の活

動を行うことかできた。

遠隔授業において、動画や音声を用

いて、授業の課題を提示した。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0 0

Q 9 2．やや思う 0 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 1 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

コロナ禍で音楽の授業が制限される

が、できるだけ少グループでの表

現・鑑賞活動を行っていきたい。

学生を指名する際に、プレッシャー

にならないよう配慮する。



年度 2020 2020 2020

期 前期 前期 前期

Q 1 授業者 秋吉　博之 溝口　希久生 桑原　義登

Q 1 授業名 生活Ⅰ 鍵盤演奏入門 発達心理学

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 0 1

Q 2 2．演習 0 1 0

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 1 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 1 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 0 1 0

Q 3 3．レポート 0 0 0

Q 3 4．その他　具体的に： 作品製作による評価
期末試験は、発表会形式の実技試験

とした。

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 0 1

Q 4 2．やや思う 0 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 0 0

Q 6 2．やや思う 0 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

概ね良好な結果が得られた。プレゼ

ンの進め方に改善を行った。

初心者を対象にした系統性のある授

業内容と1時間ごとのテキスト（資

料）の開発を行った。

ZOOMによる授業が多かったので、

口語調で丁寧に説明した資料に作り

直し、毎回授業のねらいと目標を設

定して行った。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 1 0 0

Q 9 2．やや思う 0 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

試験の実施方法に検討を行う。学生

のプレゼンと提出課題を結合するこ

とで、実施時間の短縮を図ることで

改善する。

さらに、適切な教材の開発を行い、

技能が向上できるようにしていきた

い。

取り組み意欲を高める工夫が必要に

思いました。



【2年生授業科目】

年度 2020 2020

期 前期 前期

Q 1 授業者 大山　輝光 千森　督子

Q 1 授業名 情報処理演習Ⅱ 地域の生活文化

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 1

Q 3 4．その他　具体的に：
前期科目はコロナ禍のために試験ではなくレポート評価

となった。

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 0

Q 4 2．やや思う 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 1

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 1

Q 5 2．やや思う 1 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 1

Q 7 2．やや思う 1 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

新型コロナ感染症の影響により、対面授業とオンライン

授業を組み合わせたハイブリッド型授業を実施した。事

前に配布する授業資料の作成に際しては、PCやタブレッ

ト、スマートフォン等の多様な受講環境に対応できるよ

う工夫するとともに、授業時や予習復習時にも活用でき

るよう配慮した。また、授業終了時にミニアンケートを

行い、次回の授業時等にフォローアップを行った。

具体例を写真やイラストを用いながら、わかりやすく説

明するように工夫した。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

コロナ禍における極めて厳しい状況の中、プログラミン

グ等の演習授業をオンラインで実施できたのは、学生の

柔軟な対応力や極めて高い学習意欲によるところが大き

い。今回の経験を生かし、少しでも学生の興味・関心を

さらに喚起するよう授業内容を改善したい。また、シラ

バスの記載内容を精査し、授業等で活用する機会を増や

したい。

一方的な講義ではなく、内容によっては学生相互の意見

交換の機会を設けるようにしていきたい。



年度 2020 2020 2020

期 前期 前期 前期

Q 1 授業者 千森　督子 小林　康宏 秋吉　博之

Q 1 授業名 地域力再生論 国語(書写を含む) 理科

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 1 1

Q 2 2．演習 0 0 0

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 0 0 1

Q 3 3．レポート 1 1 0

Q 3 4．その他　具体的に： 成果発表

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1 0

Q 4 2．やや思う 0 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 1 0 1

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1 1

Q 6 2．やや思う 1 0 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

昨年はコロナ禍により教員と学生と

の、学生同士の距離感のある授業体

制であったが、さまざまな形の授業

展開の組み合わせを工夫した。「互

いに学び合う機会」の項目が全体平

均より学生評価が高いのは、工夫し

た成果の表れと考えられる。

2020年度新規授業

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 1 0 1

Q 9 2．やや思う 0 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

さまざまな形の授業展開の組み合わ

せを工夫したために、個々の学生の

反応や理解力の把握が十分できてい

なかった。次年度は今年度の成果を

活かしながら、改善していきたい。

とりわけ最終レポートの方法は再検

討が必要である。

遠隔のため実施できなかった観察・

実験を取り入れた授業を行う。試験

の実施方法に検討を行う。



年度 2020 2020

期 前期 前期

Q 1 授業者 戸澗　幸夫 桐山　由香

Q 1 授業名 子どもの表現Ⅱ 子どもの表現Ⅱ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 0

Q 2 2．演習 1 1

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 0 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 1 0

Q 3 4．その他　具体的に：
制作物、演習カードの記述内容、課題取

り組み内容、学習の取り組み状況
実技テスト

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 1

Q 4 2．やや思う 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

日々教材研究し、新しい教材を授業に反

映している。

担当した7回は、すべて遠隔授業で行った

が、学生の負担にならないよう、且つ関

心意欲が高まるように、課題を提示し

た。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 0 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 1 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

1対1でなく、学生数人と教員との双方向

での音楽表現活動について開発してい

く。



年度 2020

期 前期

Q 1 授業者 村上　凡子

Q 1 授業名 幼児理解の理論と方法

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 12

Q 2 2．演習 0 9

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 2

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 5

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 0 14

Q 3 3．レポート 1 9

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 8

Q 4 2．やや思う 0 6

Q 4 3．あまり思わない 0 2

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 1 4

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 14

Q 5 2．やや思う 0 6

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 7

Q 6 2．やや思う 0 12

Q 6 3．あまり思わない 0 1

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 16

Q 7 2．やや思う 0 4

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

オンライン授業でプリントの印刷行う必要のないよ

う、次回の授業に向けて取り上げる内容を絞った予習

ノートを事前に配信した。聞くだけの時間が長くなら

ないように当日示した情報を追加してノートに書き込

むことやオンライン上の発表で話す時間を取り入れ

た。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 3

Q 9 2．やや思う 1 14

Q 9 3．あまり思わない 0 1

Q 9 4．そう思わない 0 2

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

毎回のアンケートでその回の授業で取り上げた内容か

ら、出題し解答を求めた。しかし個別のフィードバッ

クを行うことができなかった。あとで振り返ると、学

修成果の獲得という学生にとっての利益になるようア

ンケート機能を用いずに、復習の時間を設けることも

取り入れていればよかったと考えている。

集計



和歌山信愛大学　令和2年度開講授業科目における自己点検・評価（後期・通年科目）

【1年生授業科目】

年度 2020 2020

期 通年 後期

Q 1 授業者 星野　正道 星野　正道

Q 1 授業名 信愛教育Ⅰ いのちと倫理

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に： リアクションペーパー 毎回のノート作成

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 1

Q 4 2．やや思う 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 1

Q 6 2．やや思う 0 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

学生たちとの対話を通して彼らの抱えている不安や問題

に答える形で授業を進行させていこうと思う。学生への

問いかけや板書のあり方をさらに工夫していこうと思

う。学生の発表の方法をさらに研究する。

新型コロナ感染予防のため小グループによる話し合い、

発表ができなかったのでペーパーに書いてもらい発表し

てもらった。現代起こってきている倫理的問題について

ネットなどを使って知り、そこに含まれている課題につ

いて意見交換を継続した。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 1 1

Q 9 2．やや思う 0 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

新型コロナ対策と大学の時間割編成により一学年合同で

の授業となり小グループに分かれての話し合いと結果発

表の機会がなくなっているがペーパーによって各自の考

えをまとめそれを回覧したり発表したりすることで学生

たちの多面的能力向上を図ろうと計画している。学生へ

の問いかけや板書など授業に関する工夫もさらに努力し

ようと思う。

学生との対話を大切にし彼らの抱えている倫理的問題を

取り上げ、学生自身が考える機会をさらに増やそうと思

う。学生への問いかけ、大切な点を板書するなどさらに

努力をして行こうと思います。



年度 2020 2020

期 通年 後期

Q 1 授業者 森﨑　陽子・江口　怜 辻　伸幸

Q 1 授業名 ボランティア実習 英語コミュニケーションⅡ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 0 1

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 1 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 1 0

Q 3 4．その他　具体的に：

定められた32時間、ボランティアに参加することが評価

の条件である。しかし、今年度は、新型コロナウィルス

感染症のために、実習時間数を32時間から6時間に軽減し

対処した。また、どうしても参加できない場合は、代替

措置として課題レポートを課することで補い評価を行っ

た。

授業中の演習に対するパフォーマンス評価。

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 0

Q 4 2．やや思う 0 1

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 0

Q 5 2．やや思う 0 1

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 0

Q 6 2．やや思う 0 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 0

Q 7 2．やや思う 0 1

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

学生がボランティア活動の社会的背景や意義について理

解できるように、実際のボランティア募集要項を読み比

べるグル－プワークを行うなど、工夫を行った。また、

ボランティア体験をやりっぱなしではなく、振り返りを

通して学びへと深めていくために、ボランティア体験発

表会を実施するなどの工夫を行った。

対面授業で、実施できたので、基礎英語運用力をつける

ためのミニテストを毎週実施することができた。また、

授業の後半3分の1に、英語の動画、歌などを用いた発展

学習に取り組むことができ、学生の学習意欲が高まった

と考える。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

適切なレポートの分量、レポート執筆時間の確保に関し

て工夫・改善を行う。また、参加するボランティアにつ

いて事前に調べる、振り返りを行う、といった活動が予

習・復習にあたることについて説明を行う必要がある。

発展学習では、学生からの希望を募って教材化すること

を考えている。



年度 2020 2020 2020

期 後期 通年 通年

Q 1 授業者 大山　輝光 森﨑　陽子 辻　伸幸・森﨑　陽子

Q 1 授業名 情報処理演習Ⅰ スポーツと健康Ⅱ（実技） 教職キャリアデザイン

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 0 1

Q 2 2．演習 1 0 0

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 1 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 0 1

Q 3 3．レポート 0 0 1

Q 3 4．その他　具体的に： 実技評価・ノート。小レポート

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 0 0

Q 4 2．やや思う 1 1 1

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 0 0

Q 5 2．やや思う 1 1 1

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 0 0

Q 7 2．やや思う 1 1 1

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

新型コロナ感染症を防止するため、1クラスを2グ

ループに分けて授業を行った。これにより、授業

負担は増大したが、一人一人の受講状況をより的

確に把握できるようになり、難度の高い課題に挑

戦する機会を設けることができた。また、事前に

配布する授業資料の作成に際しては、授業時は勿

論、予習復習時にも活用できるよう配慮した。

授業のまとめに時間に、教員が本時

のまとめを行うだけでなく、学生の

受講後の感想等を、学生同士で共有

する時間を持ちたいと考えているが

昨年は叶わなかった。今年度は実現

したいと考えている。

キャリアを考えていく上

で、昨年度よりも多様なゲ

ストティーチャー（公務

員、企業）を招聘して、選

択のための情報を提供する

ことができた。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 1 0

Q 9 2．やや思う 1 0 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

シラバスの記載内容を精査し、授業等で活用する

機会を増やしたい。

・分かりやすい説明、説明の仕方を

工夫していきたい。実践する際に、

理論的な裏付けとなる分かりやすい

説明を加えたい。

・学生からの声の中にグループ分け

についての意見があった。考慮して

いきたい。

コロナ禍のため、後半部分

に授業が多くなったが、年

間を通して適切な時期に、

必要な内容を計画していき

たい。



年度 2020 2020 2020

期 通年 通年 通年

Q 1 授業者 森下　順子 辻　伸幸 小田　真弓

Q 1 授業名 教職基礎ゼミナール 教職基礎実習 教職基礎実習

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 0 0

Q 2 2．演習 1 0 0

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 1 1

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 0 0

Q 3 3．レポート 1 1 1

Q 3 4．その他　具体的に： 発表等 観察実習記録、実習後の振り返り

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 0 1

Q 4 2．やや思う 1 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 0 1

Q 5 2．やや思う 0 1 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 0 0

Q 6 2．やや思う 0 1 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0 1

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 0 1

Q 7 2．やや思う 0 1 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

説明を具体例を示しながら、詳しく説

明するように心がけた。

コロナ禍のため、時期を10月に変更し

たので、混乱なく実施することができ

た。また、小学校では、コロナ感染防

止の面から、午前中のみの実習にし

て、午後からは大学に戻り児童に焦点

を当てて、観察したことを学び合っ

た。

事前指導が１回(５０分)と回数、時間

が短いため、くわしい資料を作成し

た。コロナ禍の中の実習ということ

で、経験が昨年の半分となったため、

映像による保育観察を行い、グループ

討議を行った。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0 0

Q 9 2．やや思う 0 1 1

Q 9 3．あまり思わない 1 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

昨年度は、5月に実施していたが、コロ

ナ禍のため10月に実施した。気候も良

く、受け入れ側も落ち着いている時期

だったので、来年度も10月実施に変更

する。

新型コロナ感染症対策下での学外実習

においては、文部科学省・厚生労働省

からのコロナ下での実習対応要領等に

基づき、実習を実施していきます。



年度 2020

期 後期

Q 1 授業者 木本　毅

Q 1 授業名 教育制度論

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1

Q 2 2．演習 0

Q 2 3．実験 0

Q 2 4．実習・実技 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1

Q 3 3．レポート 1

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0

Q 4 2．やや思う 1

Q 4 3．あまり思わない 0

Q 4 4．そう思わない 0

Q 4 5．該当しない 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0

Q 5 2．やや思う 1

Q 5 3．あまり思わない 0

Q 5 4．そう思わない 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0

Q 6 2．やや思う 0

Q 6 3．あまり思わない 1

Q 6 4．そう思わない 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0

Q 7 2．やや思う 1

Q 7 3．あまり思わない 0

Q 7 4．そう思わない 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

Q4.教科書の重要部分に下線を施し、ポイントを明示した。ポイントを平易な言葉で解説・説明に心掛けた。　Q5．Q＆

Aを多く取り入れた。　Q６.復習させるため、講義のまとめをレポートさせ提出を求めた。1～2時間は要する。　Q7.講

義の要点解説・説明に一層力を入れた。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0

Q 9 2．やや思う 0

Q 9 3．あまり思わない 1

Q 9 4．そう思わない 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

数ヵ所の誤字・脱字・重複表現は、訂正した。難解な漢字表現・専門用語は、ルビを施し、適切に解説・説明を加えた。

学習規律については、学業成立の原点であることを教える意味から、一層の徹底を図った。



年度 2020 2020 2020

期 後期 後期 後期

Q 1 授業者 戸澗　幸夫 溝口　希久生 桐山　由香

Q 1 授業名 図画工作Ⅱ 音楽Ⅱ 音楽Ⅱ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 0 0

Q 2 2．演習 1 1 1

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1 1

Q 3 3．レポート 0 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：
制作物、演習カードの記述内容、

学習の取り組み状況
授業中の表現・鑑賞活動 実技テスト

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 0 1

Q 4 2．やや思う 0 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

グループの活動を中心に、学習指導要

領に記された様々な領域の表現・鑑賞

活動を取り入れた。

習熟度に合わせた教材の選択を行っ

た。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0 0

Q 9 2．やや思う 0 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 1 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

桐山先生との授業の領域をすみ分けて

いることを理解していない学生がいた

ので、2人の教員の授業内容の違いを明

示する必要がある。コロナ禍で歌うこ

とが十分できないことも丁寧に説明し

たい。

歌唱表現の活動を多く取り入れる。



年度 2020 2020 2020

期 後期 後期 後期

Q 1 授業者 秋吉　博之 秋吉　博之 戸澗　幸夫

Q 1 授業名 生活Ⅱ 子どもと環境 子どもの表現Ⅰ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 1 0

Q 2 2．演習 0 0 1

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 1 1 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 1 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 0 0 1

Q 3 3．レポート 0 0 1

Q 3 4．その他　具体的に： 作品製作による評価 作品製作による評価
制作物、演習カードの記述内容、課題

取り組み内容、学習の取り組み状況

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 1 1

Q 4 2．やや思う 0 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 1 0

Q 6 2．やや思う 0 0 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

発表の進め方、試験の事前通知・内容

に改善を行った。

発表の進め方、試験の事前通知・内容

に改善を行った。

日々教材研究し、新しい教材を授業に

反映している。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 1 1 0

Q 9 2．やや思う 0 0 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 1

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

試験の実施方法に検討を行う。学生の

プレゼン方法と課題の内容や提出方法

を改善する。

1クラス編成から2クラス編成に授業を

変更する。試験の実施方法に検討を行

う。学生のプレゼン方法と課題の内容

や提出方法を改善する。



年度 2020 2020

期 後期 後期

Q 1 授業者 桐山　由香 村上　凡子

Q 1 授業名 子どもの表現Ⅰ 教育心理学

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 0

Q 2 2．演習 1 1

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に： 実技テスト

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 0

Q 4 2．やや思う 1 1

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1

Q 6 2．やや思う 1 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

ICTの活用。個々に課題を設定し

て取り組ませる。

2点ある。1点目は、学生の自由記述によれば、10回分の授業で課題とした復習

シートが学修成果の獲得に役立ったということである。基礎的な知識を問う問題

と記述式問題の組み合わせによりA４1枚の用紙を準備した。4～5問程度で100点

満点とし60点以上で2点獲得の仕組みを導入した。記述式問題は、文章作法の評

価規準とした。2点目は、集中度、参加度を高めるために自分の考えを他の仲間

と交流する機会を意図的に設けた。学生の意見によれば、他者の意見と自分のも

のとを照合し、学び合う機会となったという点が意欲の向上に役だったとのこと

である。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

ピアノの個人指導において十分

な時間がとれなかった。授業形

態の工夫で改善したい。

教員が提示した情報を人に説明するという課題を頻繁に導入することにより、わ

かって活用できる知識への変換という点に良い作用が生じたのではないかと考え

ている。



【2年生授業科目】

年度 2020 2020 2020

期 通年 後期 通年

Q 1 授業者 星野　正道 桑原　義登 千森　督子

Q 1 授業名 信愛教育Ⅱ こころの科学 地域連携フィールドゼミナール

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1 0

Q 2 2．演習 1 0 1

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 1 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 0 0

Q 3 3．レポート 0 0 0

Q 3 4．その他　具体的に： リアクションペーパー
ゼミ学習・フィールド学習への取り組

み40%、研究発表会60%

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 1 0

Q 4 2．やや思う 0 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 1

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 0 0

Q 6 2．やや思う 0 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

学生一人一人が自分のありたい姿と自

分の現状をそれぞれ明確にし、授業の

テーマと結びつけるように工夫した。

実習等での気になった子どもの事例を

グループで話し合う機会を多くした。

コロナ禍の中でのフィールドワークで

したので、フィールドワークの回数が

少なく大半が学内での学習となった。

各ゼミの内容に即しながら、学内での

学習を上手くフィールドワークに活か

し、成果に結び付けられるように工夫

をした。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 1 0 1

Q 9 2．やや思う 0 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

学生たちが生きていく上で抱えている

問題を取り上げそれに答える形で授業

を進行させようと考えている。学生へ

の問いかけや大切な点の板書などさら

に工夫して行こうと思います。

できるだけ丁寧な説明を心がけたい。 地域連携に関するゼミというユニーク

な授業であるため、学生が授業を通し

て獲得すべき能力や技能、地域に貢献

することの意義等、授業の目的や狙い

を最初の段階でしっかりと学生に説明

し、また目的に応じたよりよい評価の

仕組みを工夫・改善していきたい。

二十人近い学生が集まり一つのテーマ

の元でのフィールドワークなので、学

生間で意向が異なる場合に上手くまと

める工夫が必要である。



年度 2020 2020 2020

期 通年 後期 後期

Q 1 授業者 森下　順子 桑原　義登 山本　紀代

Q 1 授業名 地域連携フィールドゼミナール 社会的養護 算数

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1 1

Q 2 2．演習 1 0 1

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 1 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 0 0 0

Q 3 3．レポート 1 0 1

Q 3 4．その他　具体的に： 授業への取組、発表、報告書

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1 0

Q 4 2．やや思う 0 0 0

Q 4 3．あまり思わない 1 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0 1

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 1 1

Q 5 2．やや思う 1 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 0 0

Q 6 2．やや思う 0 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

授業進行予定を明確にし、目的をもて

るよう心掛けた。

できるだけ事例を多くするとともにグ

ループワーク等を取り入れた話し合い

を多くした。

教具を使うことで、抽象的な数学の概念

を捉えやすく工夫した。身近な生活場面

と数学的な内容の関連づけを意識した内

容になるよう心がけた。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0 1

Q 9 2．やや思う 1 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

コロナ禍でのフィールドワークを進め

ていくために、内容を検討していく。

ZOOM等で行う場合文字の大きさにも

配慮が必要であることがわかった。

学生側にこちら側の意図が伝わらず誤解

していること、消化不良になっているこ

とが 懸念される内容に対しては、指導法

（算数とは別の授業）でも関連した内容

があるので、別の視点から理解を促すよ

うに授業を行った。

アンケート意見の内容に関して、次の２

年生の授業では、より配慮した展開を

行っていく。



年度 2020 2020 2020

期 通年 通年 後期

Q 1 授業者 溝口　希久生 桐山　由香 千森　督子

Q 1 授業名 器楽 器楽 家庭

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 0 0

Q 2 2．演習 1 1 1

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 0 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1 1

Q 3 3．レポート 0 0 0

Q 3 4．その他　具体的に： 授業中の表現活動 実技テスト 作品提出

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 0 0

Q 4 2．やや思う 0 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 1 0 1

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 1 1

Q 5 2．やや思う 1 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

後期は、できる限り、学生の技能に応

じた曲を自ら選択させ、練習できる時

間をとった。

スモールステップによる課題設定を

行った。

コロナ禍の中での授業展開だったの

で、食関係は実習を控え、被服関係は

個人作業で可能な手縫いによる実習を

取り入れた。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0 1

Q 9 2．やや思う 1 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

音楽表現の目的が達成できるような鍵

盤での表現ができるような教材の選択

と指導内容・体系を構築していく必要

がある。

学習形態の工夫。 初めての授業展開だったので、学生の

反応や理解力が十分把握できていな

かった。次年度は今回得られた情報を

活かしながら、興味が抱けるように表

現方法の工夫を行いたい。また、試験

の量が多く難しかったようで、次年度

は試験問題について検討したい。



年度 2020 2020 2020

期 後期 後期 後期

Q 1 授業者 辻　伸幸 小林　康宏 秋吉　博之

Q 1 授業名 初等英語 初等教科教育法(国語) 初等教科教育法（生活）

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 1 1

Q 2 2．演習 1 0 0

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0 1

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 0 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 0 1

Q 3 3．レポート 0 1 0

Q 3 4．その他　具体的に：
授業中の演習の部分でのパフォーマン

ス評価
模擬授業実施よる評価

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1 0

Q 4 2．やや思う 0 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 1 0 1

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 1 1

Q 5 2．やや思う 1 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1 1

Q 6 2．やや思う 1 0 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 1 1

Q 7 2．やや思う 1 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

英語運用力を定着させるため、学習範

囲を決めて毎回、ミニテストを実施し

て、評価に関連させた。理論を教育実

践に結び付けるための演習を協働的に

行わせた。

2020度新規授業

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0 1

Q 9 2．やや思う 1 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

印刷したパワーポイント資料を配付し

て、復習できるようにしたが、デジタ

ル化して配付することを検討したい。

欠席した学生も学習した内容について

自習することもできるから。

試験の実施方法に検討を行う。学生の

模擬授業の方法、課題の内容や提出方

法を改善する。



年度 2020 2020 2020

期 後期 後期 通年

Q 1 授業者 溝口希久　生 戸澗　幸夫 小田　真弓

Q 1 授業名 初等教科教育法（音楽） 初等教科教育法（図画工作） 幼稚園実習Ⅰ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 1 0

Q 2 2．演習 0 1 0

Q 2 3．実験 0 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0 1

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1 0

Q 3 3．レポート 1 1 0

Q 3 4．その他　具体的に： 模擬授業の活動内容
制作物、演習カードの記述内容、課題

取り組み内容、学習の取り組み状況
外部評価

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1 0

Q 4 2．やや思う 0 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0 0

Q 4 5．該当しない 1 0 1

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0 1

Q 6 4．そう思わない 0 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

全員が必ず模擬授業をグループで行

い、修正した指導案を提出させた。ま

た期末テストでも指導案を作成させる

問題を掲載した。

実習事前ガイダンス・実習直前ガイダ

ンスを実施した。いずれも実習園ごと

20人の少人数で100分のガイダンスを

行った。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 1 0 0

Q 9 2．やや思う 0 0 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 1 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

学習指導要領の理解や模擬授業の指導

について、一部の学生で満足できない

とする回答があったので、指導方法な

どより丁寧に検討・改善していきた

い。

実習までに十分な準備を行っている

か、実習に対する不安等がないか、個

別面談を行う。



年度 2020

期 通年

Q 1 授業者 小田　真弓

Q 1 授業名 幼稚園実習指導Ⅰ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 14

Q 2 2．演習 1 20

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 8

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 16

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 0 22

Q 3 3．レポート 1 13

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 14

Q 4 2．やや思う 0 11

Q 4 3．あまり思わない 0 1

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 1 9

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 25

Q 5 2．やや思う 1 10

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 11

Q 6 2．やや思う 0 20

Q 6 3．あまり思わない 1 4

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 27

Q 7 2．やや思う 1 8

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

保育・教育現場で行われている改定後の教育要領

に沿った保育の実際を写真を用いて紹介した。ま

た、遠隔授業中は、学生どうしの発表ができな

かったため、YouTubeにはないわらべ歌を実演し

たり、ゲームの遊び方を実演したり、歳児に応じ

た集団遊びの資料を配布して紹介した。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 11

Q 9 2．やや思う 1 19

Q 9 3．あまり思わない 0 2

Q 9 4．そう思わない 0 3

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

授業や復習の取組への意欲に課題がある。主体的

に復習に取り組めるよう、授業時の配布資料を工

夫する。

集計
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２．事務部門における自己点検・評価 

 

 

 



 

事務部門における自己点検・評価 

学科・委員会・センター等 

事務部（事務室（図書館・医務室含む）・教学センター） 

今年度の改善目標 

・ 学生への学修支援（学生生活～履修～キャリア活動）までの継続的体制の構

築と維持 

・ 大学運営の事務（図書館・医務室含む）に関する体制の構築・維持 

・ 大学施設の新設・維持・管理 

・ 校内環境の維持管理の構築 

・ SD活動の継続的体制の構築・維持 

【実施内容】 

【学生への学修支援（学生生活～履修～キャリア活動）までの継続的体制の構築と

維持】 

・「学生ポータル」活用の教職員・学生への周知 

・2020 年度は、新型コロナ感染症対策下での授業が１年間続き、遠隔授業体制の

構築、とその技術的向上が求められ、「学生ポータル」と「ZOOM」の利用により遠隔

授業体制の構築ができた。2021年においても継続して必要となる。 

・「大学等における修学支援制度」における機関要件の継続取得を行った。 

・学生の成績評価における「ＧＰＡ」の活用体制の構築を行った。 

・4 年間の継続的学生指導を実現するために「教職履修カルテ」の運用を行ってい

る。 

・正課外授業において公務員対策講座を２年生向けに実施した。（理科系・数学

系） 

【大学運営の事務（図書館・医務室含む）に関する体制の構築・維持】 

○事務職朝礼の実施 

 ・日々の学校行事等（事務的な行事も含む）の確認を行い、事務職員間の連絡 

体制を継続して構築している。 

〇朝礼において、教授会審議事項の内容確認及び各部署の対応について周知し

ている。 

【大学施設の新設・維持・管理】 

〇2020年 2月より始めた 3号館の改修工事を、9月末までに終え 10月より運用を

開始した。 

〇2020 年度に行った 2 号館の雨漏れ対策工事では、不十分であったため、2021



 

事務部門における自己点検・評価 

年度に本格的対策を計画する。 

〇新型コロナ感染症対策の授業構築が求められ、本学では急遽「ＺＯＯＭ」授業の

確立と「学生ポータル」の利用体制を整備した。（学生ポータルは以前から使用） 

【校内環境の維持管理の構築】 

〇用務員を配置し、校内環境の維持管理を行っている。 

【SDの開始及び今後の継続的維持体制の構築】 

〇ＦＤ・ＳＤ研修会を実施し、教職員合同で研修会を行った。 

・ 新型コロナウイルス感染症対策下における「遠隔授業実施についての研修」を

2020年 4月 3日に実施した。 

・ 建学の精神に関する研修会を、2020年 6月 22日に実施した。 

・ 教育研究についての研修会を、2020年 9月 14日に実施した。 

・ 3 月 22 日（月）新型コロナウイルス感染症拡大防止対策下での授業等につい

て事務部門等から報告した。 

評価 

・ 令和 2年度は、新型コロナ感染症対策を施した授業への遂行に、手探りでの授

業運営を行った。「ＺＯＯＭ」の導入と、学生・教職員の利用技術の向上は、お

互いの協力のもとに成り立ち、授業として成立させることができた。 

2021 年度も引き続き、コロナ対策環境下は続くと思われるが、学生・教職員関

係者全員の拡大防止の意識をもって、授業を行っていきたい。 

・ 事務部の目標には維持管理的要素が多く継続議題となる。 

来年度の改善計画 

 令和 3年度改善計画は以下の通りである。 

・ 学生への学修支援の継続的維持 

・ コロナ対策下での授業体制の維持 

・ 大学運営の事務に関する体制の維持 

・ 大学施設の維持・管理 

・ 校内環境の維持管理 

・ 継続的な SDの推進 

 

  令和  3年  4月   1日 

責任者職位・氏名                   

  事務長 塩﨑 増仁 
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